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ゾリジンカルボン酸誘導体( 1 )を不斉源として用い， 50% e e 以上の不斉収率が得られた。点。出。ρoL α
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さらに，不斉源( 1 )の 3 位アシル基や 2 位芳香環上の置換基の構造変換を行ってゆく過程において，
各置換基の置換基定数(パラメーター)と得られた e e との相関関係を調べ，いくつかのパラメーター
と e e とが相関していることを見い出した。この結果をもとに，さらに高い e e を与えると推察された
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反応を検討し最高63%の不斉収率 e e を達成した。
以上のように山本君の研究は光学分割または不斉プロトン化が困難な基質を選んで，チアゾリジンカ
ルボン酸誘導体の不斉構造を有効に利用する新しい立体化学的方法を開拓したもので博士論文として価
値あるものと認められる。
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